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帰化植物で環境を評価する

１　概要

帰化植物とは、外国原産の植物で、牧草用や鑑賞用として輸入されたものが野生化したり、輸入した荷物に付

いてきたりして、各地に広まっていった植物です。これに対し、日本に古来から生育している種は在来種といわ

れています。

この在来種と外来種の割合（％）を調べ、他の地域と比較すると、調査した地域の自然度を知る目安とす

ることができます。

２　ねらい

・　調査活動を通して身近な植物（草本）についての理解を深めさせます。

・ 帰化率（帰化植物が占める割合）を求めることにより、環境を評価できることを理解させます。

・　植物図鑑やインターネットなどを活用することで、自ら学ぶ手法を身につけさせます。

３　準備物

・　調査区域の地図、調査票（ワークシートまたはメモ帳など）

植物図鑑（→○参考となる図鑑参照）

４　調査のしかた

（１） 調査区域（校内・公園・河川敷など）や調査時期を決めます。（春夏秋冬の年４回が理想的）

（２） 調査区域の植物調査をします。（ワークシート）

（３） 図鑑で植物名の同定（種名を調べる）をします。

※　種名がわからない場合

・季節を変えて調査をします。（花や実の時期のものがわかりやすい）

・植物にくわしい方に教えてもらいます。（標本にして同定依頼するのが普通）

（４） 調査区域内の植物のリスト（一覧表）をつくります。（ワークシート）

（５） 調査区域内の帰化率（％）を計算します。

※　帰化率（％）＝（帰化植物の種数／出現した全植物の種数）×100

（６） 他の地域での調査結果と比較します。

５　よく見られる帰化植物

セイタカアワダチソウ オランダミミナグサ ヒメオドリコソウ キキョウソウ アレチノギク

セイヨウタンポポ ハルジオン コマツヨイグサ ヨウシュヤマゴボウ オオオナモミ
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〈参考資料〉

○　調査結果の一例

○　参考となる図鑑

『日本帰化植物写真図鑑』全国農村教育協会

『日本の帰化植物』平凡社

『野に咲く花』山と渓谷社




